
  

させぽん 

佐世保市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

〒857-0864  

佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

TEL：0956-23-3905／FAX：0956-42-0102  

E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

時間／10:00～18:45（火～土）10:00～17:00（日） 

休館日／月曜・祝日・年末年始・プラザの休館日 

 

今回ご紹介した「地域の●●●●活動」 

●に当てはまる言葉をお答えください！ 

次回のくれよんは４月の発行予定です。おたのしみに～！(*^_^*)♪ 

宛 先 ：〒857-0864 佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

佐世保市ボランティアセンター「ボランティアクイズ」係 

E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

２月３月の休館日 

２月 

5 日 11 日 12 日 13 日

19 日 23 日 26 日 

 

３月 

4 日 11 日 18 日 20 日

25 日 

ボランティア情報を直接お届け！ 

LINE公式アカウントがあります。 

お家にあるもので社会貢献しませんか！ 

20２３年度  第６号 

令 和 ６ 年 ２ 月 １ 日 

収集物と支援内容（支援先は変更される場合があります） 

答えは、ハガキか Eメールで ①住所 ②氏名 ③年齢 ④クイズの答え ⑤くれよんの感想・

ご意見をご記入のうえ、下記の宛先までご応募ください。抽選で３名様にＱＵＯカード

（1,000円）をプレゼントいたします。（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせてい

ただきます）【応募締切】令和６年３月 31日（消印有効） 

＠２２７ａｔｕｒｌ 

 

収 集 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 

「くれよん」はボランティアの方々のご協力によって発行されています。 

収集物 収集方法 支援先 ・ 支援内容 

使用済み切手 

 

封筒やハガキなどから剥がさず、

切手の周り５mm 程度の余白を開

けて切ってください。 

日本
に ほ ん

ユニセフ協会
きょうかい

 

（使用済み切手１kgで約 100人の子

どもへ予防接種用の注射器を支

援） 

ベルマーク 点数が残るように、周りを大きめ

に四角に切ってください。汚れは

拭き取ってください。 

ベルマーク教育
きょういく

助成
じ ょ せ い

財団
ざいだん

 

（へき地の小規模校や特別支援学

校、災害被災校等に教材備品の購

入） 

アルミ製の空き缶

のプルタブ（プル

タブリング） 

空き缶から切り離して袋や箱等に

入れてお持ちください。磁石に付

くスチール製のものは収集対象

外です。 

専門のリサイクル業者 

（プルタブ 600kg～1,100kg で車椅

子と交換） 

 

 収集は随時ボランティアセンターまたは佐世保市社会福祉協議会の窓口で受け付けて

います。気軽にできるボランティア活動です。皆さんのご協力をお待ちしています。 

ボランティアセンターでは、皆さまからお預かりしたものを活用できる支援団体へ繋げる

お手伝いをしています。 



 

ボランティア学習会～地域の支え合い活動について学ぶ～ 

 ボランティアセンターに登録しておられる個人ボランティアの方、登録団体の方に更新の書類

を送付いたします。 

 

● 登録団体は登録を継続される場合、2023年度の活動報告書、2024年度登録票の提出をお願

いします。登録を取り消される団体は、所定の用紙を送付いたしますのでご連絡ください。 

● 個人の方は、2024年度の「個人ボランティア活動希望申込書」の提出をお願い

します。登録を取り消される方は、その旨をご連絡ください。 

昨年 12月 23 日（土）に、地域の支え合い活動につい

て学ぶ実践講座を開催いたしました。 

 前日まで雪がちらつき寒い中でしたが、14名の方が受

講されました。 

 今年度第 3回の実践講座は、身近な地域で行うボラン

ティア活動をテーマに、市内で行われている生活
せいかつ

支援
し え ん

体制
たいせい

整備
せ い び

事業
じぎょう

について、社協
しゃきょう

地域
ち い き

福祉課
ふ く し か

 川尻
か わ じ り

係長に解

説をしていただきました。 

 少子高齢社会の現代、佐世保市においても高齢化率

は 30％を超え、近い将来、生産年齢（15歳～64歳）

人口の減少によって、地域の生活課題の解決が難しく

なると考えられています。そこで、住民同士のつなが

りによって生まれる助け合いを推進し、将来に備えよ

うとしているのが生活支援体制整備事業です。 

 既に市内 27 ブロックそれぞれに生活支援コーディ

ネーターが配置され、地域の困りごとの確認や生活支

援サポーターの養成、地域の特性を生かした仕組みづ

くりが始まっており、今回の講座でも日宇地区の見守

り・声掛け活動や、中里皆瀬地区の買い物支援活動、

吉井地区や世知原地区の有償によるボランティア活

動が紹介されました。 

 受講された方からは、「生活支援活動が増えていることが知れてよかった。」、「各地区の取組み

や工夫が紹介されて参考になった。」と感想をいただきました。 

皆様も機会があったら、近くで行われているサポーター養成講座などを受講して、身近な地域

での支え合い活動へ参加してみてはいかがですか。 

安心してボランティア活

動を行うために活動日前

に更新をしましょう 

 基本プラン 
天災・地震 
補償プラン 

保険料 ３５０円 ５００円 

 

ボランティアの皆さん登録更新をお願いします 

この情報紙は「赤い羽根共同募金」の配分を受けて作成しています。 

 能登半島地震で被災された方々には心よりお見舞い申し上げます。 

復興には多くの方のご協力を必要としています。 

被災地支援の情報は次のサイトで確認できます。 

ボランティア活動保険の更新を行いましょう 

被災地支援 

プラン保険料 

社協地域福祉課 川尻係長 

報告 

2023 年度のボランティア活動保険の補償期限は

2024年３月 31日で終了します。 

2024 年度の４月以降の加入については３月から申

し込みができますので、ボランティアセンターまたは

社会福祉協議会でお早めに手続きをお願いします。 

全社協 全国ボランティア・市民活動振興

センターのサイト 

https://www.saigaivc.com/ 

 

  

 

中央共同募金会（義援金募集）の 

サイト 

https://www.akaihane.or.jp/kifu/ 


